
 

 
 

資料６ 

平成 22年度決算検査報告における指摘事案について 

       

 

 

１． 事案の概要 

沖縄総合事務局における平成 22 年度の一部の情報システム関係業務に係る請負

契約の予定価格の算定について、人件費、保守費等に係る管理費の積算が過大であ

るとの指摘を受けた。 

具体的には、請負契約の予定価格の算定にあたっては、市販の「積算資料」に掲

載されている技術者の料金単価を用い、技術者の人件費の合計額に率を乗じて管理

費を算出していたが、「積算資料」の技術者の料金単価には一般管理費が含まれてい

たため、別途計上した額が過大となっていた。 

 

 

２．予定価格算定の経緯 

前年度までは、複数の業者から参考見積を徴取し、当該見積を参考に予定価格を

算定していたが、更なる予算の効率化の観点から、平成22年度においては、官公庁

等で一般的に活用されている「積算資料」を活用して算出し、従来の算定方法と比

較検討した上で、安価な新たな算定方法を採用したものである。 

しかしながら、予定価格算定の際に用いた料金単価に係る費目構成及び業務内容

について、審査や確認が十分でなかったことから、結果として予定価格が過大とな

っていたものである。 

 

 

３．今後の対応 

今後は、単価、積算方法等について複数職員での確認及び審査の体制を強化して

いくこととし、引き続き予算の効率的な執行という意識を持ちながら、適正な予定

価格を算定していくこととする。 

 






